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イ
ン
ド
洋
津
波

　
周
知
の
よ
う
に
、二
〇
〇
四
年

一
二
月
二
六
日
に
ス

マ
ト
ラ
沖
で
発
生
し
た
地
震
と
大
津
波
は
、南
ス
シ
ア
・

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
イ
ン
ド
洋
沿
岸
地
或

甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。
文
化
遺
産
も
例
外

、
な
く

大
き
な
損
害
を
被
っ
た
。

　
津
波
発
生
か
ら
約
三
ヶ
月
が
経
過
　
て
、
緊
急
事

態
へ
の
初
動
対
応
の
段
階
が
ひ
と
　
ず
収
束
を
み
た

二
〇
〇
五
年
三
月
後
半
に
、文
部
君
学
省
科
学
研
究

費
補
助
金

「イ
ン
ド
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津
波
こ
　
る
ス
リ
ラ
ン
カ
の
文
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世

界
遣
産

専

攻
)
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ス
リ
ラ
ン
カ
南
部

に
お
け

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

へ

る
文
化

遺

産
の
緊
急

被
、

調

査
が
ス
リ
ラ
ン
方

イ
コ

モ
ス
お
よ
び
現
地
マ
腿

ワ
の
ル
フ
ナ
太
学
を
中
心
と
'

　

　

　

　

　

　

　

す
る
零

チ
去

と
の
共
同
で
実
施
さ
れ
鷹

本
稿
は
、
二
週
間
の
調
査
活
動
へ
参
加
す
る
機
会
を

　

得
た
筆
者
に
よ
る
概
要
報
侮
と
感
想
で
あ
る
。
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調
査
を
開
始
し
た
議
月

一
六
日
の
時
点
で
は
、
人

　
　
　
　
　

　

道
支
援
辱
甲
心
と
す
る
初
動
緊
急
援
助
は
一段
落
し

て
V
そ
れ
に
続
く
市
街
や
集
落
の
復
興
再
建
作
業
が

幽

め
ら
れ
て
い
た
じ

か
桜

住
居
を
失
っ
た
人
々
の
テ

ン
ト
や
バ
ラ
ッ
ク
で
の
生
活
も
多
く
み
ら
れ
、内
陸
へ
入

っ
た
地
域
に
お
い
て
も
、屋
根
や
壁
⊃
　
　
　
れ
た
家

屋
が
放
置
さ
れ
て
い
～

○
○
○
人
以
上
の
命
叡

っ
た
と
い
う
鉄

猶
　

転

事
故

現
場

で
は
、
巨

大

な
力
で

倒

さ
れ
、
曲
.

ら
れ
た
卓

輔
が
レ
ー
ル
の
上

に
罎

か
れ
、

多

く

の
人
々
が
集

ま
っ
て
い
た
。
こ
の
鉄
道

車
輌

は
、
悲

　
調
査
研
究
は
、旧
市
街
地
の
建
造
物
、街
並
み
の
被

害
状
穆

、
そ
の
復
興
に
際
し
て
の
課
題
を
明
ら
か
に

す

る
こ
　

　

　
的

こ
実

施

さ
れ

た
。
イ
ン
ド
洋

津

波

被

災
地

域

に
お
し
　

　
」
の
よ
う
な

活
動

が
行
わ
れ
た

の
は
初

め
て
で
あ

り

、
日

冒
・
ス
リ
ラ
ン
カ
の
合

同
チ
ー

ム
は
建

築

班

、
街
並

み

班
、
被

く
耀
調
査

班

、
G

I

S

・

ノ

影

・β
班
の
四
つ
に
分
か
れ
調
査
　
お
こ
な
っ
た
。
連

　

　

　

ノ
ノ

日
の
炎
天
層

で
の
作
業
は
容
易
で

な
か
っ
た
が

現
地
の
住
民
の
考

の
協
力
も
あ
り
、共

ロ
調
査
は

順
調

に
進
ん
だ
。
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調
査

の
結

果
、
躍

塁

内

部

に
は
一
八
廿

琳
後

半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
密
て
ら
れ
た
歴
史
的
建
造

物
、
約
五
〇
棟
が
現
存
し
て
影
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

　
　
も
公
共
施
設
や
住
居
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
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こ
と
/
海
側
に
位
置
す
る
建
造
物
の
被
害
が
特
に
大

ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
文
化
遺
産
被
害
状
況
調
査

◎
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波
大
学
大
学
院

界
遺
産
専
攻

構
鞭

簿

の
記
憶
を
刻
む
現
物
と
し
て
保
存
さ

マ
ー
タ

ラ

・
　

　

　

ー

　
今
回
の
調
査
研
究
で
は
、世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
か
る
ゴ
ー
ル
市
を
含
む
ス
リ
ラ
ン
カ
南
部
沿
山圧
体
を

対
響

た
炉

そ
の
中
で
も
了

タ
ラ
が
調
査
の
中

心

に
選

定

　

　

こ
。
マ
ー
タ
ラ
は
ス
リ
ラ
ン
カ
最

南

端

の
海
岸

ま
で
五
キ
ロ
メ
ー
　
ノ
、　

・い
郵
　

　

　

ミ

、

ら
は

一
六

〇
キ
ロ
メ
ー
左

の
距

離
に
あ
る
。
こ
こ
の
歴

隻
的
街
区
は
、オ
ラ
ン
ダ
時
代
に
築
か
れ
た
塗
塁
(マ

L
卿
ヲ
θ
オ
ー
ト
)
の
内
部
に
あ
る
が
、
河
口
と
海
に

　
　
　
　
/
ノ

囲
ま
れ
た
岬
、　
　

.ー
こ
位
置
す
る
た
め
津
波
の
直

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロへ

撃
を

う
け
、
塗

塁

の
大
部
分

は
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
.、

き
＼

多
く
が
全
壊
ま
た
は
巻

の
状
態
で
あ
る
蔓

建
造
物
の
壁
等
に
残
る
水
　
　
の
跡
か
ら
、マ
『

タ
ラ
歴
史
的
街
区
で
は
一　
　

ル
の
高
さ
に
及

水
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
鰐

し
た
・、

タ碗
轄

とに
植
羅

肋囎

暫

の
中
継
地
と
峯

栄
え
て
い
た
当
時
の
曳
跡
が
残
存

し
て
お
　
、
「
象
の
池

」
や

「
象
の
丘

」　

い
っ
た
象

の
貿

顯
鷺
蒲
纏
霧
鯵

雛
議

て
の
了

タ
ラ
』
と
気

た
な
歴
史
的
価
値

文
化

遺
産
的
癒

ー
を
一
尺
る
可
能
性
を
包
含
し
て
い
る
。

従
来
∀

　
　
ラ
歴
史
的
街
区
で
は
発
掘
調
査
は
な
さ

れ
鴎

な
い
が
、考
古
学
的
方
法
に
よ
る
調
査
を
お
こ

な
え
ば
、
新
た
な
歴
史
情
報
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
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あ
ろ
う
。

　
調
査
に
際
し
て
、
実
測
や
G
I
S
測
鍛
、
聞
き
取

り
調
査
、被
災
状
況
調
査
を
、
現
地
学
生
と
協
力
し

て
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
、建
築
を
専
門
的
に
学
ぶ
機
会

が
な
い
学
生
へ
の
教
育
の
場
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し

た
と
思
わ
れ
る
。

復
興
に
向
け
て

　
調
査
最
終
日
に
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
国
土
都
市
計

画
大
臣
を
初
め
、ス
リ
ラ
ン
カ
・イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会

代
表
、ル
フ
ナ
大
学
、
蚤
フ
ト
ワ
ワ
大
学
な
ど
か
ら
関
係

者
を
招
い
て
、公
開
調
査
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
報
告
会
で
は
、マ
ー
タ
ラ
歴
史
的
街
区
に
お
け
る
被

災
状
況
、歴
史
的
建
築
の
評
価
、微
地
形
の
解
析
、
街

並
み
調
査
結
果
の
分
析
、歴
史
的
建
築
物
の
破
壊
状

況
な
ど
、多
く
の
成
果
や
問
題
点
が
共
同
調
査
・研

究
の
成
果
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。
同
時
に
、
日
本
チ
ー

ム
の
専
門
家
に
よ
り
、日
本
の
文
化
財
行
政
、
G
I
S

と
文
化
遺
産
、奥
尻
島
で
の
津
波
被
災
後
の
対
策
、阪

神
大
震
災
に
お
け
る
文
化
遺
産
の
保
護
を
テ
ー
マ
と

し
た
発
表
が
行
わ
れ
た
。バ
ネ
恋
ア
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、今
後
の
文
化
遺
産
を
含
め
た
被
災
復
興
に
つ
い
て
、

日
本
・ス
リ
ラ
ン
カ
両
国
の
專
門
家
で
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
両
国
に
お
け
る
長
期
的
な
共
同
作
業
や
人
的
交

流
に
つ
い
て
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
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